
中国古典戯曲総合データベースの

基礎的研究

課題番号：17520237

平成 17～平成 19年度科学研究費補助金（基盤研究（C））

研究成果報告書

平成 20年 3月

研究代表者　千田大介

（慶應義塾大学経済学部准教授）



2



3

目　次

中国古典戯曲総合データベースの構想と展望……………… 千田　大介 … 6

文字オントロジに基づく文字オブジェクト列間の編集距離… 師　茂樹 …20

Unicodeを使った多言語Webサイトの構築 ……………… 二階堂　善弘 …28

中国の人文情報処理企業の最新動向　中易中標と創新力博 

  ………………………………………………… 千田　大介 …38

『劇説』校注　附訳注稿 

  ……… 川　浩二・千田　大介・氷上　正・山下　一夫 …一



4

研究組織

研究代表者：千田　大介（慶應義塾大学経済学部准教授）

研究分担者：二階堂善弘（関西大学文学部教授）

研究分担者：山下　一夫（神田外語大学外国語学部専任講師）

研究分担者：師　　茂樹（花園大学文学部専任講師）

研究協力者：川　　浩二（早稲田大学文学部講師）

交付決定額（配分額）（金額単位：千円）

直接経費 間接経費 合計

平成 17年度 1,800 0 1,800

平成 18年度 800 0 800

平成 19年度 900 270 1,170

総計 3,500 270 3,770

研究発表

(1)学会誌等

千田　大介，「中国の人文情報処理企業の最新動向～中易中標と創新力博」，『漢字文献情

報処理研究』第 6号，2005，pp.10～ 18，査読あり

師　茂樹，「仏教学における自然言語処理」，『漢字文献情報処理研究』第 6号，2005，

pp.110～ 115，査読あり

師　茂樹，「楞厳経惟慤疏の逸文をめぐる二、三の問題」，『禪學研究』特別号，2005，

pp.221～ 234，査読なし

川　浩二・千田　大介・山下　一夫，「劇説校注　附訳注稿（三）」，『中国都市芸能研究』

第四輯，2005，pp.一～三五，査読なし

千田　大介，「オンラインテキストアーカイブ概説」，『漢字文献情報処理研究』第 7号，

2006年，pp.34～ 41，査読あり

二階堂　善弘，「Unicodeを使った多言語Webサイトの構築」，『関西大学視聴覚教育』第

29号，2006年，pp.25～ 35，査読なし

師　茂樹，「大規模仏教文献群に対する確率統計的分析の試み」，『漢字文化研究年報』1，

2006年，pp.116～ 128，査読なし

川　浩二・千田　大介・氷上　正・山下　一夫，「劇説校注　附訳注稿（四）」，『中国都市



5

芸能研究』第五輯，2006年，pp.一三～五〇，査読なし

師　茂樹，「大規模仏教文献群に対する確率統計的分析の試み」，『漢字文化研究年報』1，

2006年，pp.116～ 128，査読なし

千田　大介，「Office 2007の多言語機能を使う」，『漢字文献情報処理研究』第 8号，2007年，

pp.52～ 59，査読あり

千田　大介，学術リソースレビュー「中国のネットの動向」・「中国古典文学」，『漢字文献

情報処理研究』第 8号，2007年，pp.156～ 163，査読あり

師　茂樹，「文字オントロジに基づく文字オブジェクト列間の編集距離」，

『CHISEConference2005報告書 &CodeFest京都 2005資料集』，2007年，pp.13～ 19，査読

なし

師　茂樹，「制御文字考―書記における制御的なものについて―」，『人文情報学シン

ポジウム―キャラクター・データベース・共同行為―報告書』，2007年，pp.1～ 9、

査読なし

師　茂樹，「文字の見えない部分―制御文字考 (2)―」，『情報処理学会研究報告』

Vol.2007，No.95(2007-CH-76)，2007年，pp.65～ 70，査読なし

川　浩二・千田　大介・氷上　正・山下　一夫，「劇説校注　附訳注稿（五）」，『中国都市

芸能研究』第六輯，2007年，pp.一～三四，査読なし

(2)口頭発表

師　茂樹，「KanjiDatabaseProjectにおける漢字知識の収集と活用」，国際ワークショップ「典

籍交流（訓読）と漢字情報」，2006.08.22，北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟

W409

師　茂樹，「Unicode5.0 と CJKExtensionD」，漢字文献情報処理研究会第 9 回大会，

2006.12.16，ピアザ淡海・305会議室

師　茂樹，「制御文字考」，人文情報学シンポジウム―キャラクター・データベース・共同

行為―，2007.03.02，京都市国際交流会館・第 2会議室

師　茂樹，「文字の見えない部分̶制御文字考 (2)̶」，情報処理学会・第 76回人文科学と

コンピュータ研究会研究発表会／東南科技大学 2007国際シンポジウム「人文科学とコ

ンピュータ科学」，2007.09.27，東南科技大学（台北）

千田　大介・師　茂樹，「中国古典戯曲のデジタル化をめぐって」，漢字文献情報処理研究

会第十回大会，2007.12.22，二松学舎大学九段キャンパス

(3)出版物

なし



6

中国古典戯曲総合データベースの

構想と展望

千田　大介

1. はじめに

中国古典文献のデジタル化は、インターネットとパーソナルコンピュータの普及と軌を一に

して、1990年代以降、急速に進展した。周知のように、今や台湾中央研究院漢籍電子文献を

通じて、十三経や諸子などの古典的著作や二十五史などの歴史書を誰もが検索することができ

るし、『四庫全書』・『四部叢刊』さらには『中国基本古籍庫』といった数億字・数十億字規模

の網羅的な大規模データベースによって、大半の古典文献が検索できるようになっている。

デジタル化に際しては、あらゆる文献の基礎となるより古く権威のある文献が優先されてき

たが、それは『四部叢刊』前後でひとまず一巡し、『中国基本古籍庫』に至り元明清の戯曲・

小説までもがデジタル化されるようになっている。この意味において『中国基本古籍庫』の出

現は画期的であるのだが、しかし、底本を勝手に書き換えている箇所が見受けられ、また小

説・戯曲の序や注が電子テキスト化されていないといった多くの問題が存在しており *1、これを

もって中国古典文献デジタル化の完成形と呼ぶことはできない。

そもそも、数億字規模の大規模データベース製品は、個々の研究上のニーズや細かい作り込

みなどを意識的に切り捨てることなくして成立しえないといえる。例えば、『四庫全書』・『四

部叢刊』を開発した書同文の数碼太師システムは、原文の異体字や誤字を正字体に書き換えず

にそのまま入力し、検索システムの異体字テーブルを充実させることで異体字を一括検索でき

るようにするという思い切りによって、数億字の文献データベースを短期間で構築することを

可能にしている。字句検索と閲覧以上の機能も持っていない。逆にそれゆえに、いかに大規模

*1 筆者のブログエントリ参照。http://www.wagang.jp/blog/logdata/eid71.html
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データベースの開発が進もうとも、分野ごとの研究ニーズに基づいた中小規模の個別的データ

ベースの必要性はいささかも減ずることはないと言えよう。

かかる現状認識から、中国古典戯曲総合データベースは構想された。古典戯曲は、小説と並

ぶ中国近世白話通俗文学 *2を代表するジャンルであり、同時代においては唐詩・宋詞の後を受

けた韻文の正統と位置づけられた文体である。このためデータベースの整備によって古典戯曲

のデジタル研究環境を整えることは、中国近世文学および文化を研究する上で意義深いことと

なろう。本稿では、同データベースの構想に至った経緯を概述するとともに、初期的な開発状

況を報告する。

2. 戯曲研究とデータベース

2-1. 中国古典戯曲とその特色

本稿の読者は古典戯曲を専門外とする人が大半であると思われるので、はじめに古典戯曲の

歴史について概説しておく。

中国の伝統演劇は、宋元の雑劇・戯文から現在の京劇に至るまで、役者の歌唱によって劇が

進行する、歌曲形式を取っており、主に使用する音楽の曲調によって、さまざまな種類に分類

される。中国の演劇は、唐宋の儀礼音楽である大曲や、北宋代に流行した歌謡・諸宮調などが

発展して形成されたと考えられている。北方では金末に雑劇が生まれ、元代にはモンゴル人な

どの支配階層に好まれたこともあり、全国的に大流行し多くの戯曲が残された。一方、南中国

では南宋代に戯文と呼ばれる演劇が形成され、元末から明初にかけてそれは南戯に発展する。

雑劇（南戯に対して北戯とも呼ばれる）と南戯は、いずれも曲牌聯套体（聯曲体）というス

タイルを取る。これらの劇は、折（雑劇）・齣 *3（南戯）という単位によって構成される。これ

は一見、オペラの幕であるかのように思えるが、舞台上の場面を意味する概念ではなく、一つ

の組曲をあらわす音楽的な単位である。すなわち、一つの折・齣は、同一の調に属する複数の

曲を一定のルールに従って排列した組曲（套曲）にほかならない。

聯曲体で用いられる曲は、長短句・定形のスタイルを取り、その定形のスタイルを曲牌と称

する。図 1は南戯『琵琶記』の例である。

雑劇は北曲、南戯は南曲という曲調を用いており、両者では伴奏楽器や節回しが異なる。ま

*2 本稿では “近世” を、中国語における “近代” という語の訳語として、宋代から清代におよぶ時期を指す
語として用いる。

*3 出あるいは折と表記されることもある。
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た、雑劇は四折構成を基本とし歌唱者は一人に限られるのに対して、南戯は三十齣以上にのぼ

るものも少なくなく、歌唱者も限定されない。ただし、雑劇の一折に比べて南戯の一齣は短め

である。

明代には、宮廷などで雑劇が演じ続けられる一方、文化の中心地である蘇州・南京など南中

国では南戯が隆盛し、多くの戯曲（伝奇）が作られる。明代南戯には、海塩腔・崑山腔・余姚腔・

弋陽腔の四つの声腔（節回し）が存在し、海塩・崑山は知識層を中心に受容され、余姚・弋陽

は通俗的な性格が強かったとされる。明代後期には、魏良輔らによって崑曲が創始され、その

優美な旋律によって知識層の間に大流行し、清代前半にかけて盛んに演じられる。一方、非知

識層の間では弋陽腔およびそれが変化した四平腔・太平腔などが盛んに行われた。

清代になっても、宮廷や知識層の間では崑曲が行われたが、清代中期になると梆子腔など

の地方劇が勃興する。それらの音楽スタイルは板式変化体（板腔体）と呼ばれ、歌詞は七言・

十言などの斉言句からなり長さの制約は無く、語句の声調とリズムの緩急によって基本メロ

ディーラインが変化する、いうなれば変奏曲形式を取る。清代中期以降、板腔体の各種地方劇

が崑曲などの聯曲体伝統劇に取って代わり、清末から民国時期にかけて、代表的な板腔体伝統

演劇である京劇が全国的に流行する。

本データベースが対象とする古典戯曲は、宋元から清にかけて作られた雑劇・南戯などの聯

曲体の戯曲である。

図 1　南戯『琵琶記』

白（セリフ）

曲牌名

齣題

科（ト書き）

曲辞（歌詞）

収場詩
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2-2. 戯曲研究の諸相と問題点

前述のように、億単位の文字数を擁する大規模古典文献データベースが林立する状況にあっ

て、中小規模の古典文献データベースは研究上のニーズに基づくものでなくてはもはや意味を

持たない。このため、まず中国古典戯曲研究について概観することにしよう。

文学研究としての中国古典戯曲研究は、大きく二つの立場に分かれると言えよう。

一つは通俗文学メディアとして戯曲を扱う立場である。戯曲は巷間に流布した通俗的なエピ

ソードを取り扱うものが多く、近世を代表するフィクション文学の形式である。このため、古

典戯曲のストーリーやプロットを扱う研究がある。

この立場の研究では、戯曲テクストそのものに即して分析する研究もあるが、多くの場合、

同じフィクション文学である白話小説との関わりが問題になってくる。西洋近代の受容以降、

近代小説との類似性が喧伝されたため、白話小説は明清代を代表する文学形式として扱われる

ようになっている。そのため、白話小説に結実するストーリー形成史を解明する素材として戯

曲が扱われることが多い。一方、小説と同じ素材を扱った戯曲に着目し、語りの技法や演劇と

しての受容を研究するものも見られるが、数は余り多くない。

もう一つの立場は、美学的表現研究としての戯曲研究である。元明清代を通じて、戯曲は庶

民によって受容されたローカルチャーに区分されるべき文芸としての側面を持つ一方で、宮廷

や知識層の間に広く流行し多くの文人が劇作に手を染めるなど、ハイカルチャーとしての一面

をも持っている。ハイカルチャーとしての戯曲には、宋代に流行した小唄である“詞”の後を襲っ

た正統な韻文であるとの言説が同時代的に存在していた。このため、韻文としての戯曲の効果

や巧拙も、当然のことながら戯曲研究の重要な対象となる。戯曲の作詞のルールである曲律を

図 2　中国演劇史略図

海塩腔

崑山腔

余姚腔

弋陽腔
弋陽腔系諸腔

崑曲

京劇
・

伝統劇

南宋・元 明 清

雑劇（北戯）

南 戯
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対象とする研究も、この立場に含まれよう。

戯曲は上演芸術たる演劇の台本であるのだから、当然、演劇学や社会学的な立場からの研究

も存在する。この立場からの研究では、戯曲上演の場の実態を解明することに力点が置かれて

いるため、戯曲テクストもそのような資料として解読され、筆記小説や博物資料などと同列に

扱われる。

近年、崑曲のメロディーと歌詞の韻律との関連を細密に比較対照した研究が台湾を中心に行

われているが、それらも音楽という立場からの上演研究であると言うことができよう。

2-3. 戯曲研究の困難

以上のように戯曲はさまざまな立場から研究されており、一定の成果を挙げているものの、

中国文学研究、あるいは演劇史研究全体において、寂れた分野である感は否めない。それは、

中国古典戯曲文体の複雑さが嫌われることのほかに、戯曲研究につきまとう困難にも原因があ

ろう。

通俗物語メディアとして戯曲を研究する場合、個々のテクストの制作時期や地域性、受容の

実態などといったコンテクストが問題になる。そういった情報が得られる資料に、元雑劇の『録

鬼簿』、南戯伝奇の『曲品』・『曲海総目提要』などの存目（戯曲目録）がある。それらによっ

て、戯曲の著者名や略歴が分かることもあるし、現在は失われている戯曲のタイトルが知られ

る。また、筆記小説（随筆）にも戯曲やその上演について記したものが多く、徐謂『南詞叙録』・

焦循『劇説』などのように、専ら戯曲関係の記事を集めたものもある。しかし、有名知識人の

手になる一部の戯曲を除くと、そういった資料を駆使しても作者や年代が分からないものが大

半であるし、たとえ明らかであっても、その平生や劇作の背景といったコンテクストが詳細に

知られることはまずあり得ない。

周知のように、中国の文化は地域・階層（例えば文人層・識字層・非識字層など）などの差

異を抱えた極めて複雑な様相を呈しており、制作者と受容層の共同制作物的な性格を帯びざる

を得ない通俗文学を考察する際には、対象テクストが立脚する地域性や階層性等のコンテクス

トを考慮する必要がある。しかるに、ある戯曲が南戯四大声腔のどれで演じられたものである

か、いかなる地域・階層の観客を対象に作られたのか、またストーリーは何に基づいているの

か、こういった情報が必ずしも明らかでないことが、戯曲テクストの扱いにくさをもたらして

いることは事実である。この点は、通俗文学的戯曲研究のみならず、表現研究や演劇学的研究

においても一つの制約となっている。

前述のように、中国古典戯曲は曲を中心に従来のさまざまな文体を総合したハイブリッド的

なスタイルに特色があるが、それがテクストの読みにくさにつながっている面もある。特に曲
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の歌詞については、音楽に合わせるために一定の音韻律、曲律が存在しているものの、そのバ

リエーションが詞に比べて遥かに多く、全面的な把握が非常に困難である上に、曲には襯字（字

余り）が多用されている。南戯に至っては、そもそも曲律が存在するか否かが明代曲家の間で

論争になっているなど、『南九宮譜』など複数の曲譜（曲の歌詞の韻律を曲牌毎に記した書籍）

が編まれてはいるものの、それが南曲全体の典型を反映したものであるとは認めがたいのが実

情である。

このため、ある戯曲テクストが、実演を考慮しないレーゼドラマであったのか、それとも

ビューネンドラマで何らかの声腔で演じられることを前提としていたのかは、曲律を深く理解

しなくては判別できない。また、韻文の表現を美学的に研究する際には、曲律という制約が表

現に与えた影響を考慮しなくてはならないが、特に南曲の場合は、その種の研究にも一定の困

難がつきまとうことになる。

2-4. 中国古典戯曲総合データベースの構想

戯曲研究におけるかかる困難は、古典戯曲をデータベース化し自動解析できるようにするこ

とで、ある程度解消されるものと思われる。

コンテクスト情報が周辺資料から得られない以上、テクストそのものからそれを析出せざる

を得ない。具体的には、テクストに用いられている語彙、あるいは韻律等の言語的特性から、

テクストの地域性・年代などの特徴を分析する方法が考えられる。

韻律の音韻学的分析は、従来、音韻学を専門としない者にとって敷居の高いものであった。

しかし、電子テキストを複数の音韻テーブルによってフィルタリングすれば、個々の戯曲の言

語学的特徴を機械的に抽出することができよう。複数の戯曲を分析結果を比較・分析すれば、

南曲全般の、あるいは各作家や声腔ごとの曲律を帰納的かつ計量的に明らかにすることも可能

になろう。さらに、漢字文献の音韻に基づく解析手法そのものは、戯曲のみならず広く韻文・

散文に対しても応用が可能であり、従来の字形に基づくテキスト分析とは異なった研究の可能

性を啓くものと思われる。

かかる音韻分析を実現するためには、戯曲のほかに分析に用いる韻書をもデジタル化する必

要がある。現在、フリーで利用が可能な韻書のデータには『広韻』があるが *4、古典戯曲は『中

原音韻』乃至は『洪武正韻』に基づいているとされるので、それらの電子テキスト化も必要と

なる *5。それらを元に、Unicodeに定義される全ての漢字に対して音韻情報を与えたテーブルを

*4 http://kanji-database.sourceforge.net/sbgy.xml
*5 基本テーブルを『広韻』に基づいて作成し、音韻対応によって『中原音韻』等のフィルタを作成すると

いう方法も考えられる。
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作成し、分析に用いることになろう。

ところで、曲律を分析する際には、同一の曲牌を一つもしくは複数の戯曲テクストから抽出

して、比較する作業が必要となる。だが、曲牌には異名を持つものもあれば、異なる調に属し

スタイルに差異がありながらも同名であるものもあり、単純にテキストデータから抽出するだ

けでは不完全である。この問題の対策としては、曲牌名の完全なリストを作成し、それぞれの

スタイルごとに ID番号を振り、その番号を戯曲電子テキストの曲牌名に付加するという方法

が考えられる。

つまり、戯曲の音韻学的分析を実現するためには、

◦戯曲の電子テキスト

◦音韻テーブル

◦曲牌テーブル

以上 3種のデータを作成し、それらを有効に結合させた分析システムを開発しなくてはならな

いことになる。

戯曲テクストの語彙的な分析の実現は、音韻分析に比して困難が予測される。アプローチと

しては、語彙リストから戯曲テクストの語彙的な偏差を導き出す方法、あるいはコンコーダン

スの生成や N-gram分析などによって個々の戯曲の語彙的傾向を導き出し、それを他の戯曲と

比較して特徴を抽出する方法などが考えられる。

このうち前者の方法を実現するには、まず語彙のリストが必要となる。当然のことながら、

できあいの近世白話語彙の時代性・地域性情報が付加された語彙リストは存在しないので、作

成する必要がある。その際、作業のベースとして利用可能であると思われるのが、著作権保護

期間の切れた辞書である。例えば、近世白話辞書の草分けである『詩詞曲語辞匯釈』は既に著

作権が失効しており、全文デジタル化し公開することに何ら問題ない。

また、戯曲や筆記などの注釈も、語彙リストに取りこむことが可能である。既存の注釈本か

ら直接取りこむには著作権者の許諾が必要となるが、例えば筆者が共同で校注本の作成を進め

ている『劇説』の注釈などは、そのまま語彙リストに取りこむことが可能である。

これらはいずれも語彙の解釈情報が付いており、語彙リストを作成することは、戯曲関連用

語デジタル辞書を作成することとほぼ同義である。辞書のテーブルから、時代・地域といった

条件を指定して見出し語を切り出して任意の分析用語彙リストを生成し、それによって戯曲を

分析するような使い方が考えられる。

そうした辞書データを元に作成された語彙リストに、戯曲テクストを分析した結果得られた
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語彙の出現・用例などの情報を付加していくことによって、つまり前述の二つの方法を相補的

に運用することによって、戯曲テクストの語彙分析効率を高めていくことができると思われる。

さらに、研究上の利便を図るためには、存目・筆記小説などの周辺資料をもデジタル化して、

字句検索を可能にするのと同時に、それらの資料間、および戯曲テクストとをハイパーリンク

で相互参照できるようにした閲覧システムを実現することが望ましい。

このようにして構想された中国古典戯曲総合データベースの構成を図示したものが、図 3で

ある。

3. 古典戯曲のデジタル化

以上のように古典戯曲総合データベースは、多数の文献を収録し、閲覧・字句検索や言語学

的分析システムなどを備えた、複雑かつ膨大なものを構想しているが、実現に向けて技術的に

解決すべき課題も数多い。このため、データベース構築の最初期段階たる本研究では、

①基本文献の電子テキスト化とスキーマの開発

②音韻処理システム開発の技術的検証

韻律分析システム
広韻・中原音韻・洪武正韻 etc.

戯曲テキスト
データベース

元曲選・孤本元明雑
劇・六十種曲 etc.

曲牌データ
ベース

南北詞簡譜
etc.

古典戯曲全文データベース

周辺資料データベース

周辺資料全文データベース
南詞叙録・劇説・花部農譚 etc.

古典戯曲辞書
データベース

目録・解題データ
ベース

録鬼簿・今楽考
証・曲海総目提要

etc.

戯曲用語
データベース

詩詞曲語辞匯釈
etc.

図 3　中国古典戯曲総合データベース構想図
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の二点に重点的に取り組んだ。

以下では、筆者が作業を担当した①について詳述する。

3-1. 既存の古典戯曲データ

周知のように、中国・台湾ではこれまでに多くの古典文献が電子テキスト化されており、ネッ

ト上でフリーで流通しているものも少なくない。しかし、こと古典戯曲となると、オンライン

データは『倩女離魂』雑劇など、ごく一部にとどまっている。

CD-ROM製品としては国学から『六十種曲』が発売されており、明代の雑劇を集めた『盛

明雑劇』なども収録されている。しかし、単純な全文検索と閲覧しかできない上、簡体字であ

りテキストデータの切り出しも難しい。このため、本データベースでこれらを利用することは

できない。元雑劇に関しては『全元曲』の CD-ROMが、多くのソフトハウスから発売されて

いる。だがこれらも簡体字の PDFデータであり、しかも近年編纂された全集本である。

このため、データベースの構築に際しては、独自に古典戯曲の電子テキスト化を進める必要

がある。

3-2.デジタル化のフォーマット

中国古典文学には、文・賦・詩・詞・章回小説といったさまざまなスタイルがあるが、その

中でスタイルが最も複雑なのは戯曲であると言えよう。戯曲を構成する二大要素、長短句の韻

文である歌詞（曲辞）と散文の台詞（白）のほかに、ト書き（科）があり、また登場人物によっ

て朗誦される詩・詞がある。それゆえに、古典戯曲は従前のさまざまな韻文・散文形式を総合

したハイブリッドなスタイルであると言うことができる。

戯曲を分析する際には、それらの要素を区別して取り扱わなくてはならない。演劇の上演に

おいては、曲の部分は韻律の問題がありまた楽隊の伴奏が付くため、役者が即興で歌唱するこ

とは難しい。しかし台詞の部分は、比較的容易にアドリブを入れることができる。このため、

古典戯曲のテクストでは、曲や詩などの韻文はあまり変わらずに保存されるが、台詞について

はテキスト間で大きく食い違っていることも多い。

このため、中国古典戯曲を電子テキスト化するにあたっては、曲や白などの構成要素を区別

し、それらを任意に抽出して分析できるようにしなくてはならない。従って、電子テキストの

フォーマットには XMLを採用し、戯曲の各構成要素を定義してマークアップすることとした。

古典戯曲の構成要素を分析すると、以下のツリー構造が得られる。
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	 	 	 曲牌名	 襯字

	 	 曲牌	 曲辞	 科

	 	 	 夾白	 科

戯曲	 折・齣	 詩	 科

	 	 	 詩句

	 	 白	 科

	 図 4　中国古典戯曲の構造

3-3. 電子テキスト化の問題点

本研究では今後の技術開発・検証お

よび戯曲研究における有用性を考慮

し、入力する戯曲として『六十種曲』（排

印本）と、弋陽腔系の戯曲とされる明

代金陵（南京）の書肆・富春堂が刊行

した伝奇から十種を選んだ。前者は最

も基本的な明代南戯のアンソロジーで

あり、電子テキスト化を最優先すべき

ものである。後者は、南戯の各声腔間

にいかなる差異が存在するのかを分析

するため、また通俗的な版本から電子テキスト化するノウハウ蓄積の意味もあって選定した。

実際の電子テキスト入力作業は、前者を中易中標社に、後者を創新力博社に委託した。いず

れも文献電子化については実績のある中国の専門企業である *6。図 4に示した構造に基づいて

DTDを書き、それに基づいてデータを作成するように指示した。

『六十種曲』に関しては排印本でもあり、特に誤字は見受けられなかった。ただし、XML

のタグ付けに関しては、担当エンジニアが手打ちで作業したためか、数カ所の誤りが見られた。

このほか、底本の性質に由来する問題も見受けられた。南戯の曲は、引子・過曲・尾声に分類

されるが、このうち齣のはじめの 1・2曲にあたる引子は、実際には詞を朗唱するものである。

このため、底本には曲辞を大字で表記するルールに従わず、白と同様の小字になっている箇所

*6 本報告書所収「中国の人文情報処理企業の最新動向」参照。

図 5　『六十種曲』本『琵琶記』XML版
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が見受けられるが、完成したデータでもそれらには白のタグが付けられている。一方、図 1に

掲げた『琵琶記』に見える「鷓鴣天」のように、他の版本との比較から、引子ではなくセリフ

として扱わなくてはならない例もある。結局のところ、これらは専門的な校訂によって確定し

ていくしかない。

一方の富春堂本伝奇は、戯曲の版本としては最も卑俗な類に属するため、俗字や音通などが

頻出し、『宋元以来俗字譜』の一つの典拠ともなっている（図 7）。このため、判読不明字が多く、

また俗字をUnicode Ext.Bまでの中から探して埋めているなど、そのままでは分析に使いにくい。

これは、異体字テーブルによる置換である程度は解消されようが、しかし音通などもあるので、

結局のところ一々手作業で確認していくしかない。

一方、そうして校訂したテキストデータを元のテキストと比較・分析することで、音通など

に方言的特徴が見出される可能性もある。このため、電子テキストの元版と校訂版の取り扱い

については、何らかの方法を講ずる必要があろう。

図 6　富春堂本『白袍記』
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4. 課題と展望

4-1. 曲律分析の課題

中国古典戯曲総合データベースの構築は、まだ緒に就いたばかりであり、まだデータベース

を用いて人文学的研究に有用な情報を引き出す段階には至っていないが、今後、各種データや

分析システムを開発していく上で予測される課題について考察しておく。

前にも述べたように、本データベースは中国古典戯曲テクストから、言語学的な分析を通じ

て、地域性・時代性などのコンテクスト情報を引き出すことを最終的な目的としている。そし

て音韻の方面から戯曲の特徴を抽出するには、

①一つの戯曲内から同一の曲牌を抽出。

②抽出された曲牌から曲律を析出する。

③別の戯曲の同一曲牌と分析結果を比較する。

図 7　南曲の曲譜（『増定南九宮曲譜』）
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という手順を踏むことになる。

ここで問題になるのが、②を実現する具体的な方法である。

曲律を分析する際には、韻の踏み方と、各句内部の声調・音韻排列とを考えなくてはならな

い。ところが戯曲テクストでは、曲の断句が必ずしも正確になされていない。版本の場合は「。」

だけで曲辞を断句していることが多いが、「。」は韻字＝句の終わりと、語気的・メロディー的

区切りの二つの意味で使われているため、韻字のマークアップとしては不十分である。そもそ

も断句していない版本も多い。排印本の場合は「，」「。」で断句しているものが多いが、それ

らも押韻よりも意味的な繋がりを重視しており、韻字でありながら「，」で区切っている例が

まま見られる。

さらに曲には襯字という厄介な問題がある。特に南戯の場合、戯曲テクストに襯字が明示さ

れていないことが多い。一句ごとの文字数が不定になり人間の判断が必要となるため、曲譜な

どの典型例を当てはめて機械的に断句する、という方法が使えないことになる。南曲の曲譜は

数種類あるものの、そもそも南曲については曲譜に定められるような定格が存在するか否かが

明代より論争になっているほどであるので、

曲譜＝典型　→　分析

という演繹的な分析手法よりもむしろ、

戯曲テクスト　→　典型の抽出　→　曲譜の妥当性の検討

という帰納的なアプローチを採るべきであろう。

帰納的なアプローチとしては、次のような手順が考えられる。曲の最後の一文字は必ず韻を

踏んでいる。従って、韻を踏んでいるのはその文字と同じ韻目の文字であることになり、さら

にそれらのうちで句読が附されている箇所があれば、韻字である蓋然性が高い。この方法も、

句読が附されていなかったり誤っている可能性があること、また一般的な押韻ルールから外れ

た押韻箇所こそがコンテクスト情報を析出する重要な手がかりになることを考えれば、充分で

はない。

結局のところは、人が韻字を全てマークアップするしかないのだが、次のようなシステムに

よってその手間を軽減することはできよう。

①一つの戯曲内から同一の曲牌を抽出。
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②抽出した曲牌の曲辞全体に音韻ルビを附す。

③音韻ルビ付き曲辞を複数並べて表示し、相互対照して韻字をマークアップ。

こうして行う校訂は、そのものが曲律の分析作業になることだろう。

また、師茂樹氏の実験によると、戯曲一篇分のテキストデータに音韻のルビ情報を付加する

だけでも、コンピュータに大きな負荷がかかり、かなりの長時間を要するという。ともなれば、

音韻情報はテキストデータから一々生成するのではなく、あらかじめ生成してデータベースに

格納しておくべきであるかもしれない。

いずれにせよ、今後、さらに検討を重ね、入力したテキストの校訂に着手する前に最善の方

法を考案する必要がある。

4-2. おわりに

再三繰り返しているように、中国古典戯曲総合データベースの開発は始まったばかりであり、

実用化に向けて膨大な努力を積み重ねていく必要がある。今後は、本研究で確立された基礎に

基づき、中期的には戯曲・周辺資料データの充実と音韻処理システムの実用化につとめ、最終

的なデータベースの完成を目指す所存である。

なお、本研究で電子テキスト化した資料は、初期的な整理が済み次第、随時、Web上に無償

公開し、広く研究者・愛好者に提供しており *7、その意味では本研究プロジェクトは既にして戯

曲学の発展に寄与していると言うこともできよう。

*7 中国都市芸能研究会Wiki（http://wagang.econ.hc.keio.ac.jp/~chengyan/）にて公開中。
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文字オントロジに基づく

文字オブジェクト列間の編集距離

師　茂樹

1　問題の所在

1.1　文字列比較の必要性

テキスト処理において、文字列どうしの比較は様々な場面で応用されている。行単位の比較

であれば、diff コマンドによるソースコードなどの差分の抽出をはじめ、自然言語で書かれた

様々な文書のバージョン管理においても、文字列およびその集合体であるテキスト *1の比較が

日常的に行われている。また、文字単位での比較としては、後述する編集距離を用いた処理が、

ワードプロセッサにおけるスペルチェック機能や、バイオインフォマティクスにおける塩基配

列の比較において活用されている。また、興味深い応用としては、日本の古典文献の比較研究

において、写本間の「距離」を求めるためにこの編集距離を用いている例もある（[11]など）。

1.2 編集距離の文字コード依存

編集距離とは、Vladimir Levenshtein 氏によって考案された、二つの文字列の類似度を数値で

表す方法である。具体的には、二つの文字列の「距離」を、置換・挿入・削除という操作の最

小回数（コスト）で表現する。例えば、文字列「京都大学」から「首都大学東京」への変換は、

*1 テキスト処理においては、文字コードの列を文と見なし、文字列の列をテキストと見なすというテキス
トのモデルが伝統的に用いられてきている。これについては [8, 9, 10]において批判がなされており、特
に [10]では新しいテキストのモデルも提示されているが、今後更なる検討が必要である。後述するよう
に、本稿における議論も、一次元の文字オブジェクト列をテキストと見る従来の伝統の延長線上にあり、
その意味では ad hoc な手法である。
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0. 京都大学

1. 首都大学（「京」を「首」に置換）

2. 首都大学東（「東」を挿入）

3. 首都大学東京（「京」を挿入）

という 3回の操作でできるので、編集距離は 3ということになる。編集距離は動的計画法

(Dynamic Programing) によって効率的な処理が可能であるため、前述の通り多くの分野で応用

されてきた。

ところで、この編集距離の処理においては、文字の比較に文字コードを用いている。塩基配

列や英単語の比較においては大きな問題はおきないと思われるが、漢字をはじめとする東アジ

アの書記言語においては、例えば、“有” → “無” という置換操作のコストと “无” → “無” のコ

ストは同じで良いのか、逆に “芸
ゲイ

” → “芸
ウン

}” のコストは 0で良いのか、といった疑問がすぐに

生じる。しかし、現行の編集距離の処理が、文字コードのモデルが持つ本質主義的（音声言語

的）な文字観（[8, 9]等参照）、そして字形中心の弁別方法に依存している限り、この問題を解

決することはできない。

本稿は、文字コードのモデルを乗り越えるものとして、CHISE プロジェクト *2が提唱する文

字オントロジによる文字のモデル（Chaon モデル、[7]等参照）において、より適切な文字置

換のコスト計算が可能かどうかについて、予備的な検討を行いたい。

2　文字置換の適切なコスト

2.1　「同字と別字のあいだ」

コンピュータ上でのモデルを考える前に、国語学において同種の問題を検討した例を紹介し

ておきたい。野村雅昭氏は「同字と別字のあいだ」[5]という論文の中で、漢字の比較モデル

を提示している。野村氏は漢字が字体素・音素・意義素によって構成されるとし、字の比較の

際にもこの三要素を用いることで、同字と別字という二者択一的な（＝文字コード的な *3）文字

の比較から、より漢字の実態に即した比較が可能であると主張している（表 1）。今から見れ

ば単純すぎる嫌いもあるが、形・音・義の三要素による比較というモデルはもっと注目されて

*2 http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/projects/chise/
*3 野村氏は情報処理を念頭に置いてこのモデルを提示したわけではないが、文字コードのモデルでは同字

か別字かという比較しかできないことは間違いない。付け加えれば、文字コードの問題が文字とは何か
という議論を活発化させたこともまた間違いない。



22

中国古典戯曲総合データベースの基礎的研究

もよいように思われる。

2.2Chaon モデルによる文字の比較

2.2.1単なる集合演算で良いのか

Chaon モデルは、より適切な文字処理を実現するべく、内包的な文字コードのモデルから脱

却し、文字を素性の集合として外延的なモデルによって表現する。素性としては、形・音・義

はもとより、各種文字コードのコード値や字書・辞典へのポインタ、文字どうしの関連などを

記述することができ、その集合を文字オブジェクトとして扱うことができる。

Chaon モデルが提唱されて間もない頃、文字は素性の単純な集合であったことから、文字の

表 1　形音義の三要素による漢字の比較モデル（[5]）

形 音 義 例
1 ＝ ＝ ＝ （同字）
2 ＝ ＝ ≠ （該当例なし）
3 ＝ ≠ ＝ （該当例なし）
4 ＝ ≠ ≠ 芸（ゲイ）-芸（ウン）、缶（カン）-缶（フ）
5 ≠ ＝ ＝ 単 -單、歯 -齒、円 -圓、亀 -龜
6 ≠ ＝ ≠ 知 -智、編 -篇、付 -附、激 -劇
7 ≠ ≠ ＝ 足 -脚、暖 -温、作 -製、使 -用
8 ≠ ≠ ≠ （別字）

図 1　集合演算としての文字の比較

比較は素性の集合演算としてモデル化されて

きた（図 1）。これを先の編集距離における

置換コストの問題に適用するとすれば、比較

の際、素性名をマッピングした上でコスト

を計算するという方法が考えられる（表 2）。

これは先に見た野村雅昭氏の比較モデルと同

様である。

しかしながらその後、素性がより複雑な構

造を持つように改良が加えられた（[7]など）。

それゆえ例えば、素性名として単なる名前の

jis-x0208と階層構造を持つ jis-x0208@1997と

あるが、CHISE の文字データベースの中で

は前者の素性を持つ “呉” と後者の素性を持

つ “呉” とは区別されるようになった。それ
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らを表 2のような方法で比較し、コ

ストを計算しても、文字コードにお

けるコスト計算と同じような不合理

な問題が生じてしまう（表 3）。適

切な文字の比較、編集距離の計算の

ためには、素性名の階層構造を考慮

した方法が必要である。

2.2.2　木の編集距離による文字オブ

ジェクトの比較

階層構造を考慮した編集距離とし

素性名 “雲” “云” 操作
形 雨＋云 云 「雨」挿入
音 ウン ウン （なし）
義 空に浮かんだ水 話す、しゃべる 置換

素性名 呉 A 呉 B 操作
jis-x0208 3862 × 削除

jis-x0208@1997 × 3862 挿入

ては、木の編集距離 (Tree Edit Distance) がある。これは、文字列の文字列の編集距離を木構造

に拡張したものであり、ノードの置換・挿入・削除の最小回数（コスト）を計算する（図 2）。

近年のWeb ページの爆発的な増加を背景に、検索エンジンや知識発見などのため HTML 文書

間の類似性を求める方法のひとつとして注目されており、研究も多い（[1, 2, 3, 4]など）。

この木の編集距離を Chaon 文字オブジェクトどうしの比較に用いる場合には、

1. 素性名が階層化されている場合

2. 素性値が階層化されている場合

表 2　素性名のマッピングによる比較

表 3　階層構造を無視した素性名のマッピングによる比較

図 2木の編集距離
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の二通りが考えられる。

まず 1の場合、図 3のよう

に考えれば、3つのノードの

うちの 1つのノードを削除し

ただけであるので、表 3の操

作と比べても低いコストです

むと考えられる（実際にコス

トをどのように計算すべきか

は後述）。

次に 2の場合を考えてみよ

う。原則として素性値は単な

る値で特別な構造を持たない

が、素性値が IDS (Ideographic 

Description Sequence) である場

合は、単なる値としてではな

く、（その名の通り）シーケ

ンスであると見なすこともで

きるし、階層構造を持つと見

図 3　階層構造を持つ素性名の編集距離

図 4　シーケンスとしての IDS

なすこともできる *4。例えば “語” と “謂” との比較を考えた場合、シーケンスと見なす場合は、

図 4のような処理になり、階層構造を考慮すれば、図 5のような処理になるだろうが、単なる

値（ノード）として処理するよりはより漢字の実態に即したコスト計算が可能になると思われ

る。シーケンスと木構造のどちらがメリットがあるかを考えた場合、前者の場合シーケンスの

正規化されているかどうかに依存する一方、また後者の方が素性による処理の場合分けをしな

くてもよいため、メリットが大きいのではないかと思われる。

2.2.3 コストの正規化

以上の方法では、素性の数が増えるほど操作が増える傾向にある。例えば、素性 a, b, cを

持つ文字 Cを C{a, b, c}と書くとすると、1編集回数＝ 1編集距離と単純に考えれば、C1{a} と

C2{b}の編集距離は 1なのに対して、C1{a, b, c, d} と C2{a, b, e, f} の編集距離は 2になってしまい、

後者は 50％しか変わっていないのに 100％変わっている前者よりも編集距離は多くなってしま

う。

*4 漢字の部首や筆画を階層構造として理解する伝統は従来からある。今昔文字鏡 [6]の解字機能は、それを
コンピュータ上で表現した一例といえる。
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したがって、文字オブジェクトの編集距離は、素性を持つ文字オブジェクト C1→ C2の編

集回数をδ (C1→ C2)、素性を持たない文字オブジェクトをφとすると、

δ (C1→ C2) ÷ (δ (C1→ φ ) + δ(φ → C2))

というような正規化が行わねばならないだろう。

また、文字を比較するという意味では、本来文字に備わっている形・音・義等の素性と、コー

ド値など機械処理用の素性とは、重みづけを変える必要があろう。加えて、漢字の場合、形・音・

義の素性の比が 1: 1: 1になるような正規化も必要となろう *5。

2.3 予想される問題点

以上、Chaon モデルに基づく文字オブジェクト間の距離をどのように計算すべきかについて、

予備的な考察を大雑把に行ってきた。以下、現時点で予想される問題点について列挙しておき

たい。

■文字オブジェクト木の無限後退文字オブジェクトの素性名や素性値は、当然のことなが

ら文字オブジェクトの列として記述されている。素性名や素性値の比較をする場合にも

素性を考慮した比較をしようとすると、文字オブジェクト木が無限に拡大していくこと

になる。どこかの段階で、例えば文字オブジェクト IDによる（文字コード的な）比較

をしなければならないだろう。

■文字と文字列の比較以上の議論は文字と文字の比較であったが、“麻呂” が “麿” になっ

*5 狩野宏樹氏のご教示による。

図 5　木としての IDS
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たり（縦書きの場合）、“不幸の手紙” が “棒の手紙” に誤写 *6されてしまったりする場合

（横書きの場合）など、文字と文字列との間の比較という問題もある *7。

この問題の最大の問題点は、CHISE プロジェクトにとっての「テキスト」とは何か、Chaon 

モデルにおける「テキスト」とは何か、という問題が、実は解決されていないという点ではな

かろうかと思われる。しかしながら、とりあえずの解決策としては、「⿰不幸」という素性を

持つ文字オブジェクト “棒” を作ることで、文字→文字列というリンクを擬似的に張ることは

可能であろう *8。

しかし、文字列→文字というリンクを張ることができないので、本質的な解決策にはならな

い。本質的な解決のためには、Chaon モデルにふさわしいテキストオブジェクトを考案する必

要があるだろう。
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Unicode を使った

多言語Web サイトの構築

二階堂　善弘

1．いまだに多いローカルコード

日本におけるインターネットのサイトを見ると、いまだに日本語と英語のみしか表記できず、

他の言語を扱うことができない所が多い。アルファベットの他に、部分的にキリル文字を使用

する場合もあるが、例えば中国の簡体字や韓国のハングルなどは全く表記できない。これはほ

とんどのサイトが、いまだに JIS X 0208に基づいた JISコードを中心に書かれていることに起

因するものである。

JISコードは日本語を表記するために制定された文字コードであり、他言語の表記について

はほとんどといってよいほど配慮されていない。また中国語を表記するために用いられる GB

コード及び Big5コード、また韓国で広く使われる KSCなどとの互換性はなく、併用すること

ができない。つまり JISコードを主とする文書においては、日本語と中国語・韓国語の混在は

事実上不可能となっている。

多漢字を処理する場合にも、JISコードのみを使っている場合は問題が発生する。試みに幾

つかの大手新聞社のサイトを見ても、たとえば「深圳」を「深セン」、「鄧小平」を「トウ小平」

などと表記している所が多い。これも JISコードに約 6 千字程度の漢字しか収録されていない

ことによるものである。これらの問題を踏まえて、JIS X 0213などの新しい JISコードが制定

され、収録漢字数も大幅に増加しているが、まだネット上ではそれほど使われてはいない。

しかしこのような JISコードに拘泥せずとも、Unicodeが実装されたことにより、すでに多

言語の混在や多漢字の使用は、パソコン上では容易に実現可能となっている。OSレベルでは、

Windows 2000/XPやMac OS Xなどが対応しており、Linuxなどの Unix系 OSでも広く採用さ

れるようになってきた。またアプリケーションレベルでも対応が進み、マイクロソフトのMS 
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WordやMSPower Pointなどを使って、簡単に多言語を混在させることができるようになった。

このような状況にもかかわらず、インターネット上での Unicodeの使用はまだ少ない。恐ら

くはユーザの認知度がいまだに低いためであると考えられる。また、大多数の現場ではまだ多

言語サイトの必要性はそれほどでもないのかもしれない。ここでは、主に実際に Unicodeを使

用してのWebサイトの技術的な問題について述べてみたい。

2．Unicode と Web サイト

Google（http://www.google.co.jp/）を検索する際に、検索結果のページに、日本の漢字とハン

グルや中国語簡体字の表記が同居しているのに気づかれた人も多いはずである。実は、Google

においては Unicodeを使ってデータの検索と表示を行っている。

Yahoo!（http://www.yahoo.co.jp/）においては、まだローカルコードが用いられているようで

あるが、その検索ツールである Yahoo!検索（http://search.yahoo.co.jp/）においては、Unicodeが

用いられている。

さらにマイクロソフトのMSNサーチ（http://beta.search.msn.co.jp/）においても、現段階では

ベータ版であるが、やはり UTF‒8が使われている。いずれ多くのサイトで、Unicodeが主流に

なっていくのは間違いないと思われる。

このように、多言語文書や多漢字文書を作成するにあたって有用な Unicodeであるが、実は

Unicodeをそのままの形でインターネットにおいて使用することはできない。これはメール送

受信の場合も同様である。

Unicodeには、幾つかの Transformation処理を経たものがあり、データの形式により、

UTF‒7/UTF‒8/UTF‒16/UTF‒32などと呼ばれる。実際にネット上で使用できるのは、これらの

変換されたコードである。そして、この中で最もよく使用されると考えられる形式は、現在の

ところ UTF‒8である。

UTF‒8は、1 バイトから多バイトまでの可変長のコードである。名目上は 1 文字につき 4 バ

イトまでとなっている。Unicodeの UCS‒2と呼ばれる基本部分は、本来アルファベットなどの

基本ラテン文字の部分も 2 バイトで表記した。しかしこの UTF‒8では、アルファベットの部

分などは 1 バイトである。しかもその形式は ASCIIと全く同じである *1。

つまり、すでに ASCIIの 1 バイトで作成された膨大なサイトは、ほぼそのままで流用できる

という利点がある。その一方で、漢字などの本来 2 バイトですむ文字がむしろ 3 バイトを費や

*1 トニー・グラハム著、乾和志・海老塚徹訳『Unicode標準入門』（翔泳社・2001年）95～ 99頁。
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して表記されるのは、やや問題があるといえよう。しかしこの互換性があるがゆえに広まりや

すいという特色も持っている。

漢字の場合 Unicodeでは、日本語（Japan）・中国語（China）・韓国語（Korea）の漢字はすべて「CJK

統合漢字」として扱われる。従って、中国の簡体字や日本語の新字体も同じエリアに収録され

ている。UTF‒8もその点は同様である。

文字 中 国 語
Unicode 4E 2D 56 FD 8A 9E

UTF‒8 E4 B8 AD E5 9B BD E8 AA 9E
Unicode と UTF‒8 のデータ形式の違い

もっとも、これだけブロードバンドが発達し、また HDDの容量が巨大になっている現状で

は、データ量の大小はそれほど問題にはならないものと思われる。

いずれにせよ、インターネット上の空間においては UTF‒8がしばらくの間標準的な地位を

占めていくものと予想される。

3．UTF‒8 を使用したマルチリンガルサイト

さて、UTF‒8を使用すれば、Unicodeで使える言語のすべてを扱うことが可能となる。すな

わち、日本語と韓国語と中国語の混在ページを作ったり、ヒンディー語とヘブライ語とタイ語

の混在サイトを作ったり、フランス語とベトナム語とアラビア語を混在することが可能となる。

むろん、入力ツールの問題があるし、左から書く言語と右から書く言語の混在など、実際には

難しい点もある。これらについては、個々の言語ごとに対処する必要がある。混在については、

あくまで理論的に可能であるということに過ぎない。ただ、ヨーロッパ諸言語や、日本語・中

国語の混在サイトなどについては、現段階でもかなり容易に構築することができる。

また注意すべきは、このような多言語混在サイトを構築しても、すべてのユーザが正確に閲

覧できるわけではないということである。Internet ExplorerやMozillaの最新版など大半のブラ

ウザはすでに UTF‒8に対応済みであるが、ユーザの側にその言語の対応フォントがインストー

ルされていなければ、見ることができない。むろんWindowsもMac OSも、多くの種類のフォ

ントがデフォルトで準備されているが、十分であるとはいえない。例えば中国語・日本語の漢

字の場合、簡体字・繁体字・日本漢字について、Unicodeの UCS‒2に含まれる 20902字は、多

くのパソコンであらかじめセットされている。しかしそれ以上の漢字を使おうとすれば、現段

階では問題が生ずる。
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なお現在のところ、Unicodeに対応したソフトは数多く存在するが、HTML作成ツールにお

ける対応は様々である。たとえばMS FrontPageなどは早くから Unicodeへの対応を進めたが、

IBMのホームページビルダーの対応は遅れている。もっとも、ホームページビルダーは、最

近になってようやく Unicodeへの対応を打ち出した。

ただ、実際には UTF‒8を使って HTMLを書くのにはそれほど工夫が必要なわけではない。

HTMLのヘッダー部に「UTF‒8」、或いは「Unicode」と記すだけである。あとは保存する時に

Unicodeで行うことさえ気をつければいい。

例えば、筆者のサイト「電気漢文箱」（http://www2.ipcku.kansai-u.ac.jp/～ nikaido/）における

HTMLのヘッダー部は、以下の通りである。構築にはMS FrontPageを使用している。

<head>

<meta	http-equiv="Content-Language"	content="ja">

<meta	name="GENERATOR"	content="Microsoft	FrontPage	6.0">

<meta	name="ProgId"	content="FrontPage.Editor.Document">

<meta	http-equiv="Content-Type"	content="text/html;	charset=utf-8">

<title> 電気漢文箱 </title>

</head>

すなわち、ヘッダー部の「charset=utf-8」に文字コードとして UTF‒8を指定しているだけで

ある。日本語が中心になっているサイトなので、「Content-Language」で指定する言語は日本語

となっているが、これはもちろんサイトの内容によっては不要である。

ただ、ほとんどの HTMLツールにおいては、当初 JISなどのローカルコードで作成された

ページを途中から UTF‒8に変換しようとしても上手くいかない。このあたりの機能について

は、柔軟性を欠くものが大半である。その場合は、あらかじめ UTF‒8によって空白ページを

作成しておき、その後旧ページの内容を貼り付ける形にすればよいだろう。

4．拡張漢字を使用する

筆者のサイト「電気漢文箱」においては、そのすべてを UTF‒8で構築し、日本語と中国語（簡

体字）の混在を行い、また中国語（繁体字）の論文の公開なども行っている。

実のところ、中国語と日本語程度であれば、多言語の混在に関してはそれほど問題があるわ

けではない。また技術的にも新しい部分は少ない。Unicodeの技術は、すでに多くのソフトウェ
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アにおいて浸透している。要はユー

ザの側が使いこなせていないだけの

ことであり、今後はこの面での教育

が不可欠であると思われる。

しかし多漢字の処理については、

様々な問題があり、筆者のサイトに

おいても試行錯誤を続けている。こ

こでは主に多漢字処理の問題につい

て考えてみたい。

Unicodeも、当初は全体の領域自

体が 6 万 5 千程度であったものが、

エリアの拡大によって百万以上の文

字と記号を収録することが可能に
ジャストシステムのATOKを使用して拡張漢字
Bのエリアを表示

拡張漢字を使用したサイトの例

なった。漢字においても、UCS‒2の約 2万字ほどであった数が、その後拡張漢字 A及び拡張

漢字 Bによる拡張が行われ、現在では約 9 万字が使用可能となっている。

これらの漢字は、現在ではすべてWindowsでもMac OSでもLinuxでも使用することができる。

しかし、問題はアプリケーションソフトやフォントの対応の方であった。現在、Windows XP

上では「Simsun」や「MingLiU」系統のフォントを使用すれば、拡張漢字 Bまで含んだ範囲の

漢字を使用できる。

これらのフォントを利用し

て、多漢字を使ったサイトを

作成することは可能である。

しかし閲覧するユーザの大半

は、これらのフォントをイン

ストールしていないため、表

示されないことになる。こ

のため現時点では拡張漢字 A

と Bのエリアの漢字を使用

することは勧められない。し

かし、今後Windows Vistaや

その他の新しい OSでは、搭

載フォントの種類を増やし、
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拡張漢字を容易に使えるようになると予想される。

また別の問題として、Internet ExplorerやMozillaなどのブラウザの種類によって拡張漢字へ

の対応が異なることも挙げられる。むろん OSとの関連性もあるが、拡張漢字の表記につい

ては、Mozillaの方が対応が早く、デフォルトの設定で表示が可能であった。それに対して、

InternetExplorerの方は対応がむしろ遅れた。

筆者のサイト「電気漢文箱」においては、拡張漢字表示のテストケースとして、幾つかの論

文に拡張漢字 A及び Bを使用して表示を行っている *2。

このページを、拡張漢字 A及び Bのフォントがインストールされていない状態で閲覧した

場合、幾つかの漢字が「・」として表示されてしまう。しかし例えば、化けた状態のままで該

当箇所をコピーし、MS Wordなどの他のアプリケーションに貼り付けると、文字自体はコピー

される。要は表示されないというだけで、データとしては使用可能となっている。そして表示

できるか否かは、ユーザ側の環境に依存する。

筆者の環境では、すでにフォントが設定されており、すべての漢字が全く問題なく表示され

ている。なお、これらの拡張漢字 A・Bについても、その形式は UTF‒8となっている。

なお、UTF‒8においては、拡張漢字 Aは 3 バイトで表記されるが、拡張漢字 Bに含まれる

文字では 4 バイトが必要である。

漢字 歴 （拡張漢字 B）
UTF‒8  E6 AD B4 F0 A0 AA B1

拡張漢字Bのバイト数は 4

このように、多漢字ページについては、まだ一般的に使用するには問題の多いものであるが、

今後のユーザ側の対応の拡大を想定して作成しておくことは可能であると思われる。

むろん、多言語サイトを構築する場合にも、同様の問題が起こりうる。閲覧するユーザの誰

もがアラビア語やハングルのフォントを持っているわけではない。しかしそれでも将来の需要

を見越して、複数の言語を扱う教育機関などの現場では、UTF‒8を使用したサイトを構築し、

多言語の混在が可能な環境を用意しておくべきであろう。

5．スクリプト言語などの対応

もっとも、多言語や多漢字の文書を、単にインターネットのブラウザやメールの上で表示で

*2 筆者が「電気漢文箱」において公開している論文「『春秋繁露直解』について」（http://www2.ipcku.
kansai-u.ac.jp/～ nikaido/fanlu.html）の例。
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きるだけでは、いまだ十分とは言えない面がある。ネット上では、Perl/Java/Cなどといったス

クリプト言語やプログラム言語を動かす場合もあるからだ。

しかしこの面においても急速に Unicodeへの対応が進んでいる。たとえば Perlは 5.6におい

ても Unicodeを使用できるようになったが、かなり中身には問題があった *3。5.8以降において

ようやく柔軟な処理が可能となった。UTF‒8の表示については、Perlの print文においてその

まま HTMLのヘッダー部を記述すればよいだけである。

print	"Content-type:	text/html;charset=utf-8¥n¥n";

print	"<HTML>¥n";

print	"<HEAD>¥n";

print	"<TITLE> 電気漢文箱 </TITLE>¥n";

print	"</HEAD>¥n";

むろんデータの受け渡しにおいては、UTF‒8が使用される。そのため、漢字データは 3バ

イトで渡されることに注意する必要がある。

一方で拡張漢字 Bを使用する場合は、4 バイト長でデータが送られることがあり、もしテキ

ストデータなどとの比較を行おうとするのであれば、データの形式については注意が必要であ

る。もっとも、多くの現場では変換ツールが用意されていることが多く、それほどユーザ側で

意識する必要はないかもしれない。ただ Cや C＋＋や Javaなどを使う場合は、データ形式に

ついて若干の考慮が必要となる *4。

6．レガシーシステムの問題

「レガシーシステム」とは、古くなったコンピュータ設備のことを指す。

パソコンの場合、マイクロソフトのWindows 95/98や、アップルの旧MacOSなどのシステ

ムを意味することが多い。場合によってはWindows 3.1や、IBMの OS/2 Warpなども使われて

いることがあり、これも該当する。これらの OSでは、シフト JISが主たる文字コードであり、

Unicodeが使えない場合がある。

もっとも、これはアプリケーションとの組み合わせにもよる。たとえば、OSがWindows 98

*3 これについて詳しくは、阿辺川武「perl5.8の Unicodeサポート」（http://www.lr.pi.titech.ac.jp/～ abekawa/
perl/perl_unicode.html、2005. 11. 28閲覧）などを参照。

*4 Junji Takagi「既存の日本語文字コードと Unicode の間のマッピングルール」（http://www.asahi-net.or.jp/～
hc3jtkg/unicode/、2005. 11. 28閲覧）などを参照。
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の場合でも、アプリケーションがMS Office XPであれば、その上で Unicodeはあまり意識され

ていないだろうが使われている。アプリケーションのレベルでは、多言語混在も可能である。

インターネットにおいて UTF‒8を使ったサイトが表示されるか否かは、ユーザの OSとブ

ラウザの組み合わせ、それにフォントの有無で変わりうる。その組み合わせのあり方は無限と

いってよく、すべてのユーザに対処するのは不可能である。

もっとも昨今は、ブラウザについては、フレームを使用したサイト、またフラッシュなどを

多用したサイトがあり、それらの閲覧を可能とするために、比較的新しいバージョンのものを

使う傾向にある。またセキュリティの関係からも、なるべく最新版のブラウザを使用した方が

よいという風潮がある。

そのため、OSはWindows 98を使っていても、Internet Explorerは 6.0の SP2などという例は

多い。このような組み合わせの場合、拡張漢字の表示については無理であるとしても、UCS‒2

の範囲であれば表示可能である。特に Internet Explorerは、そのサイトを表示するべき言語のフォ

ントがユーザのパソコンにない場合、自動的に判別してダウンロードする機能も持っている。

とはいえ、それでも UTF‒8を正確に表示しようとした場合、レガシーな OSでは問題が発

生することが多い。残念ながらこの問題には特効薬がなく、時間の推移とともにレガシーなシ

ステムがリプレイスされていくことに期待するしかない。

ただ、多言語や多漢字のサイトを構築するにあたっては、レガシーなシステムを使って閲覧

しているユーザがある一定数はいることは念頭に置いておく必要がある。

7．多言語 Web ページ構築の実際

ここでは、実際に HTMLソフトを使用して複数言語混在Webページを構築する場合の問題

について見てみたい。

HTMLを記述するソフトは、かつてはエディタを使ってタグを直打ちすることが行われて

いたが、昨今はそういった書き方は少なくなったものと思われる。またMS Wordも HTML化

の機能は持っており、柔軟な多言語混在ページが作成可能であるが、Wordを使用した場合は

タグが異様に多くなり、非常に重いページになってしまう。特殊な用途ならともかく、普通に

多言語を混在するだけのページであれば、MS FrontPageなどの一般的なソフトを使った方がよ

いと思われる。

もっともマルチリンガルなページを作成しようとする場合、問題になるのはアプリケーショ

ンよりも OSの方かもしれない。たとえば、日本語と中国語の混在したページを作ろうとする

場合、日本語と中国語の IMEが必要になるが、マルチリンガルに対応した OSでなければ、フォ
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ントや IMEをわざわざインストールしなけれ

ばならない。当初から多言語対応した OSであ

れば、よほど特殊な言語でなければその必要は

ない。

この点、Windows 2000/XP/Vistaなどはマルチ

リンガル対応の OSであり、中国語や韓国語、

欧州諸言語などのフォントや IMEはセットさ入力言語追加の設定

れている。Mac OS Xも同様で、Unicodeに含まれる主要な言語であれば、簡単な設定で入力す

ることができる。ここでは、Windows XPとMS FrontPage2003の組み合わせにより、日本語と

中国語の混在ページを作成してみたい。

Windows XPはマルチリンガル対応 OSではあるが、IMEについては初期の設定では日本語

しか使えないようになっている。この設定は「コントロールパネル」の「地域と言語のオプショ

ン」から「テキストサービスと入力言語」の設定を変えることによって行うことができる。

アジア諸地域の言語については若干弱い面もあるが、しかし主要な言語はほぼ網羅されてお

り、問題はそれほどないと思われる。但し、拡張漢字 Bなどの特殊な領域をカバーするもの

ではない。

この設定がなされていれば、あとはMS FrontPageを立ち上げて、日本語・中国語を切り替

えながら入力していくだけで、日中混在ページは作成できる。とはいえ、若干注意すべきこと

もある。

まず、MS FrontPageはマルチリンガル対応とはいえ、日本語の場合はデフォルトで文字コー

ドがシフト JISに設定されてしまう。これを途中から変更するのは難しい。そのため、もし多

言語混在を行うつもりであれば、始めに文字コードを UTF‒8に設定する必要がある。そのた

めには、「ページのプロパティ」の「言語」の欄において、「HTMLエンコード」を Unicodeの

ページのプロパティの設定

UTF‒8に設定しておく方がいい。なお、デー

タの保存コードも併せて UTF‒8に設定して

おくべきであろう。

ここで難しいのは、マルチリンガルなサイ

トの場合はどの言語が主になるか、という問

題が発生することである。FrontPageには「編

集中のドキュメントに設定するページ言語」

という欄があり、そこで主に使用する言語を

指定するようになっている。筆者のサイトで



37

Unicode を使った多言語Webサイトの構築（二階堂）

ある「電気漢文箱」におい

ては、主要な言語が日本語

であるため、日本語との設

定がなされているが、どの

言語が主になるか不明な場

合は、このエリアを「なし」

に設定しておいた方がよい

かもしれない。

こ の よ う に 設 定 す

れ ば、 タ グ は 自 動 的

に「content=" tex t /h tml ; 

charset=utf‒8」に設定され

日本語と中国語の混在ページ作成

る。あとは日本語と中国語の IMEを切り替えながら、そのまま入力していくだけである。

ただ、日本語と中国語の混在ページの時は、若干の問題が存在する。それは Unicodeの漢字

処理の欠陥に由来するものである。

たとえば、「写」の字であるが、これは日本語と中国語ではフォントが異なっている。下の

棒が突き出るのが日本語、突き出ないのが中国語である。

このように明らかにフォントの形状が異なるにもかかわらず、「写」の漢字に対する Unicode

番号は同一の「51 99」（UTF‒8では「E5 86 99」）が設定されている。これはたとえば、「与」

の字なども同様である。これは Unicode制定のミスともいえるものである。

実際に幾つかのマルチリンガル対応のサイトで、「写」や「与」の文字が日本語か中国語の

日本語と中国語の「写」片方のフォントで表示されている例が存在

する。むろんこれは細かい問題であり、実

際にそこまで注意して見るユーザは少ない

かもしれない。

これのような事態を解決する方法はあ

る。それは「span lang」タグの導入である。

このタグを記述した場合、指定されている

部分の言語設定を変えることができる。

<me t a 	 h t t p - e qu i v = " Con t e n t -

Language"	content="ja">
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（略）

<p><font	size="5"> 日本語で書きます </font></p>

<p><span	lang="zh-cn"><font	size="5"> 用中文写 </font></span></p>

これは先に表示した例のソースコードである。「<span lang="zh-cn">」の設定があるために、

この部分は中国語で表示される。つまり、ユーザの有している中国語のフォントで表示される。

よって表示されるデータの混乱は起こらない。

とはいえ、これもユーザの環境に依存する面が大きい。たとえば、Windows 98で日本語フォ

ントしか持っていないユーザ、あるいはそのブラウザが「span lang」に未対応の古いものであ

れば、この「写」の字は日本語の突き出た「写」で表示されてしまう。この点を解決する手段

は現在のところ存在しない。

しかし「span lang」タグは多言語のサイトを構築する上では重要なタグであり、必ず注意し

て指定すべきものだと考えられる。幸いにMS FrontPageの場合、各言語で IMEを切り替えて

入力するだけで、自動的に「span lang」タグが導入される。

このようにして作成したページは、そのままアップロードするだけでマルチリンガルなサイ

トとして表示される。UTF‒8の場合は特にデータ変換について配慮する必要もない。大学な

どの教育機関においては、中国語や韓国語など、各言語ごとにページを作成している場合が多

い。しかし記事の内容がそれほど多くないのであれば、今後は複数言語を混在させたページを

一つ設置しておけばすむ。また外国語教育の現場であれば、幾つかの言語を並べて表示するこ

とも必要になるであろう。そういったサイトを構築するために、UTF‒8による表示は有用な

手段であるといえる。
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中国の人文情報処理企業の最新動向

中易中標と創新力博

千田　大介

はじめに

筆者は『漢字文献情報処理研究』第 2号で中国の古典文献デジタル化の現状について書同文

社を中心に概説し、中国への古典文献デジタル化委託という方法を紹介した。それから 4年、

中国が急速な経済発展を続ける中、古典文献デジタル化などの人文情報処理ビジネスに関する

状況も大きく変化しつつある。

例えば、2003年の SARS騒動はオンライン学習に絶好の機会をもたらしたし、2004年頃よ

り全国各地の図書館による独自のデータベース構築も本格化している。おそらくはこのような

状況の変化を受けて、近年、人文情報処理ビジネスを手がける企業が増えてきている。ユーザー

の立場からすれば、文献デジタル化委託先の選択肢が増え、提供されるソリューションの種類

が豊富になるのであるから、このような状況の変化は大変望ましいものである。

そこで本稿では、近年、人文情報処理企業としてめざましい動きを見せている中易中標社と、

設立からまだ間もないこの分野のホープ・創新力博社とを取りあげ、それぞれの企業の概要、

主要な製品、技術的特色などについて、特に中国学情報化に必要不可欠な文献デジタル化業務

に注目しつつレポートする。以上を通じて、中国人文学情報処理の最新動向の一端を明らかに

したい。

中易中標

歴史と概要

我が国において、中易中標という企業名はほとんど知られていない。しかし、『漢字文献情
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報処理研究』の読者であれば大半の人が同社の製品を使っているはずだ。中易は、マイクロ

ソフト中国と提携し、Windowsに標準搭載フォント、すなわち宋体（SimSun）*1・黒体（SimHei）

等を提供しているフォントベンダである。また、Unicode 3.2・4.0の規格書印刷用フォントを

提供したのも同社である。中国語フォント、特に最新規格大規模漢字フォントの制作において

は世界のトップ企業なのである。

筆者は 2005年 3月下旬と 8月上旬の二度、北京北四環路恵新北橋側の北奥大厦 19階にある

中易社を訪問し、同社市場部の藍飛氏より同社の沿革や概要・製品についてお話を伺った。

それによると、中易中標 *2の設立は、1989年。主要な業務はフォントおよび IME（すなわち

鄭碼 IME）の開発である。同社はこれまでに、漢字十万字を使用可能な出版サポートプラッ

トフォーム『全漢橋 2000』のような大規模漢字システムをリリースしており、近頃、後で紹

介する Unicodeの Ext.Bまでの約７万字の漢字の全てをサポートするWindows向け漢字処理シ

ステム「中易漢神 e」を発売した。また、昨年には西夏文字のフォントと鄭碼 IMEとをパッケー

ジングした西夏文字処理システムを発売している。

大規模漢字フォントに強いため、同社のフォントは大量の僻字を必要とする中国の戸籍管理

システムや軍事 GPSシステムにも採用されているという。

また同社は近年、人文情報処理分野に力を入れており、これまでに開発した製品に、『漢語

大詞典』2.1ネットワーク版がある。香港商務印書館の『漢語大詞典』2.0版は Big5コードの

みの対応であり、必ずしても全ての漢字が収録されていないのに対して、この 2.1版は CJK統

合漢字Ext.Bに対応しており、『漢語大詞典』の全文を完全にデジタル化したものであるという。*3

「中易漢神 e」

漢神 eは、中易中標社がこのほど発売したWindows 2000/XP用の大規模漢字処理システムで

ある。内容は、CJK統合漢字 Ext.A・B完全対応フォント（zyksun.ttf）と、それらの漢字の入

力に対応した IMEである。ここでは、その概要を紹介し、機能をレビューする。

漢神 eはセットアップの過程でユーザー認証が必要となる。ネットにつながる環境であれば、

まず中易のWebサイト *4に接続して「注冊」ページでユーザー登録し、製品番号等を記入し、キー

IDを取得しなくてはならない *5。また、漢神 eの IMEを使用するには、USBの認証キーをセッ

*1 中易社をインタビューした際に、なぜ「SimSong」でなく「SimSun」なのかを質問したところ、この名称
はMS側が指定してきたもので理由はわからない、との答えであった。

*2 正式名称は北京中易中標電子信息技術有限公司。
*3 『漢語大詞典』2.1版は、上海数字世紀網絡社（http://edu.ewen.cc/）の委託により開発したもので、販売

等は上海数字世紀網絡社が行っている。
*4 http://www.china-e.com.cn/

*5 これは、西夏文字処理システムや康煕字典でも同じ。
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トしなくてはならない。認証キーを接続しない

場合は、Ext.A・B領域の漢字を入力できなくな

る。

zyksun.ttfフォントは、ファイルサイズが約

18Mb。Officeの「記号と特殊文字」などの文字

コード表で開いてみると、同フォントでは Ext.

Aと Ext.Bが六十四卦をはさんで断続しており、

CJK統合漢字が登録されていないことがわか

る。グリフのデザインは SimSunと共通である

から、相互補完して使えばよいということなの

であろう。また、Windowsにおいては一つのフォ

ントに収録できるグリフ数は約 64,000字が上

限であるとされるので、その対策でもあろう。

グリフデザインは、SimSunと同様、非常に

洗練されている。ただし、中国の規格・法規に

基づいてデザインされているため、例えば「骨」

をパーツとして含む文字は、Unicodeの中国提

案漢字については全て「骨」、それ以外は「骨」

になっているという、いつもながらの問題があ

る。

Ext.A・B用の IMEとして用意されるのが、

超級鄭碼輸入法（スーパー鄭コード IME）で

ある。鄭碼とは字形コード化による入力方法の

一種で、Windowsにも標準搭載されている。開

発者の鄭易里氏は、中易社の名誉社長である。

字形コード系 IMEは、種類が多い上に入力規

則を覚えるのが面倒でもあり、発音記号入力に

慣れた日本人にはなかなかなじみにくいもので

あるが、超級鄭碼 IMEには、CJK統合漢字・

Ext.A・Bに対応した漢字検索パレットも備わっ

ている。

パレットは、部首検索と画数検索に対応して

西夏文字フォントの使用サンプル（中易社サイトより
引用）

zyksun を記号と特殊文字で開く

zyksun（上）と Simsun	(Founder	Extended)（下）
で Ext.B を表示
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いる。部首検索は、部首の画数を指定してリス

トから部首を選び、部首以外の始め二画の形（一

丨丿乙丶）更に部首外画数を必要に応じて指定

することで候補文字を絞り込む、というもので

ある。例えば「𪚕」という文字であれば、16

画「龍」を選び、次いで「丿丶」を選択し、更

に部首外画数 4画を指定する（本来 5画のはず

であるが、データに誤りがあるようだ）。画数

の場合は、総画数および初めの二画の形で文字

を絞り込む。印刷画像では見にくいと思われる

が、超級鄭碼の漢字パレットでは、CJK統合漢

字・Ext.A・Ext.Bがそれぞれ色分け表示される。

特殊な知識を必要とせずに目的の漢字に到達で

きる点は、非常に便利である。

問題点としては、漢神 eがWindowsのシス

テムに影響する点がある。漢神 eをセットアッ

プすると、zyksun.ttf以外のExt.B対応中国語フォ

超級鄭碼 IME の漢字パレット（上：部首検索、下：
画数検索）

ント、例えば方正超大字符集（Simsun (Founder Extended)）などが使えなくなってしまうのであ

る。両者ともに宋体系フォントであるので、一方だけが使えれば実用上問題ないということの

ようだが、しかし、例えば Simsun (Founder Extended)を使用したWordファイルのやり取りな

どで問題が発生する危険性があるし、エディタなどの表示では、CJK統合漢字と Ext.A・Bが

１つにまとまったフォントがどうしても必要になる。また今後、さまざまな書体の Ext.Bフォ

ントが登場した際にもなんらかのトラブルの種になりかねない。同社のエンジニア・朱人傑氏

によると、これはWindowsのバグに起因しており、マイクロソフトがパッチを出さない限り

解決が困難であるという。いずれにせよ、早急に改善していただきたいものである。また、漢

字検索パレットは便利ではあるが、ウインドウが小さく 15文字しか表示できない。拡大でき

るといいのだが。

漢神 eの価格は 2,300元、三万円強である。海賊版がはびこる中国国内では、正規版ソフト

には政府機関や企業などのユーザーしか見込めないために値付けが高くなる傾向があり、この

価格もその反映だと思われるが、日本の感覚では、いや中国の感覚でもフォントと IMEだけ

でこの価格は少々高く感じられる。

しかし、zyksunは現在市販されている唯一のフル Ext.A・Bフォントであり、しかも SimSun
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と同等のデザインレベルを持って

いるのであるから、ヘビーな多漢

字ユーザーであれば購入以外の選

択肢は無かろう。

『康煕字典』全文検索版

『四庫全書』所収のものを除い

た『康煕字典』の単体デジタル版

としては、書同文社が開発し、日

本語版が三省堂から発売されてい

るバージョンがあるが、本文は画

中易版『康煕字典』：原文画像と対照表示

中易版『康煕字典』：「鳥・食・飛」と絞り込み検索

像データであって親字しか検索できない。それに対して、中易の『康煕字典』全文検索版は、

全文を Unicode 4.0規格に従ってデジタル化したものである。

中易版『康煕字典』には、ネット版（企業版）・普及版（個人版）の二種類があり、後者で

は原書画像のコピーはできるが、本文テキストがコピーできない。電子テキスト化の底本には、

北京師範大学の校点本が使用されており、文字コード番号などの情報が独自に付加されている。

中易版『康煕字典』では五種類の漢字検索方法が提供される。即ち、部首・総画数・康煕字

典目次・ピンイン／注音・字句検索である。このうち、部首と総画数検索は、超級鄭碼の漢字

パレットと同等である。字句検索は、自由にキーワードを設定して検索するものだが、検索結

果を対象とした再検索を何度でも繰り返すことができる。引用書名による絞り込み検索など、

さまざまな応用が考えられる。本文は簡体字・繁体字で表示可能であり、また検索箇所の原文

画像も、ワンクリックで呼び出す

ことができる。

ただし、異体字同一視テーブル

は搭載していないため、全文検索

に際しては、例えば「説」と「說」

を厳密に区別して入力しなくては

ならないといった問題があり、十

分に使いこなすには、文字コード

の知識、あるいは中国語 IMEの

スキルが必要となろう。

いずれにせよ、中易の全文検索
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版『康煕字典』の便利さは、従来の画像版に比べて圧倒的である。言語学などを専門としてい

て『康煕字典』を使いこなす必要があるのであれば、購入の価値は十分にあろう。

文献デジタル化サービス

漢字規格の制定やフォントの制作は、文字学・版本学をはじめとする人文学研究としての一

面を持っている。その意味で、中易の業務は本質的に人文学に近しいものであると言えよう。

1995～ 6年には、中易は韓国サムスンの高麗大蔵経デジタル化事業に協力し、フォント・

IMEなどを提供しているが、これが大規模古典文献データベースに関与した初の例であるよ

うだ。

中易中標の人文情報事業進出の象徴的プロジェクトと言えるのが、中国国家図書館と共同で

構築された地方志オンラインデータベースである。2003年に構築がはじまった同データベー

スは、中国歴代地方志の総合データベースであり、第一期分として地方志 744種、総文字数約

20億字が完成している（外部未公開）。

中易ではこのような大規模プロジェクト以外に小口の文献デジタル化も引き受けおり、日本

から発注することも可能である。

中易では文献デジタル化に、手入力と OCRとを併用している。現代の活字本のように版面

が明晰であれば OCR、版本などの場合は手入力を使うことになる。筆者は現在、民国時期に

出版された排印本を影印したテキストのデジタル化を委託しているが、横線が鮮明でないため

に手入力を利用するとのことであった。

入力スタッフは常時 300人ほどそろっているとのことで、百万字単位の文献であれば一ヶ月

もせずに完成することができる。Unicode Ext.Bまでに対応したデータを作成可能で、未収録文

字については、フォントベンダの利点を生かして外字を無料で作成してくれる。データフォー

マットは、委託側が作成した DTDに基づく XML形式のほか、原本の版面を再現した PDFの

作成も可能である。両方頼んだ場合でも、一千字あたり 2元ほどの価格差しかない。

デジタル化コストは原本のコンディションによって上下するが、数百万字規模の刻本で 20

元／千字程度になる。規模が大きくなれば、更にディスカウントできるという。また、現代の

活字本であれば、OCRが使えるのでもっと安くできるとのことである。日本語にも対応可能

とのこと。

刻本のデジタル化であれば、コストは書同文と大差ない。しかし、書同文では文字コードに

独自規格の CJK+を採用しているためにデータ完成後に外字の処理が問題になること、また入

力スタッフが 30～ 50人程度と少なく、データ完成までに一年あまりの時間がかかることもあ

ることを考えると、中易のアドバンテージは大きい。
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また、中易は地方志データベー

スのようなオンライン全文データ

ベース構築のソリューションを有し

ている。中易の全文データベース

はWindowsサーバ上で動作するが、

Tomcatベースの JAVAアプリである

そうなので、Linuxサーバなどへの

移植も可能であると思われる。技術

的には、Webデータベースの中易、

CD-ROMの書同文ということにな
書同文ホームページ

ろう。

同社が作成したデータの品質などについては、現在筆者が委託しているデータが完成した後、

あらためて報告することとしたい。

創新力博

創新力博の創立と書同文の変質

創新力博社 *6は 2003年に成立したばかりのベンチャー企業である。しかし、同社の設立には

書同文社の動向が大きく関わっている。

現在、書同文のホームページを開くと、ポップな JAVA広告が表示され、「書同文彩書」の

アイコンが目を引くようになっており、従来の古典文献製品とミスマッチなことこの上ない。

「彩書」は「彩信」、すなわち中国版写メール向けに、メッセージ添付用中国古典風画像を生成・

有償提供するサービスである。書同文は近年、この種の携帯電話向けコンテンツの開発に力を

入れているのである。このため、書同文の技術開発は現在この方面ばかりに注がれており、も

はや文献処理方面の技術スタッフはほとんど残っていないという。

もっとも、古典デジタル化製品の販売・開発は継続されるようで、昨年来、『十通』『中国歴

代石刻史料彙編』といった文献 CD-ROMが発売されているし、現在は『四部備用』全文検索

版の開発が進められているという。

このうち『十通』は、『通典』を初めとする歴代の儀礼制度をまとめた十種の書籍のデジタ

*6 正式名称は、北京創新力博数碼科技有限公司（北京 ILIBOデジタルテクノロジー）。以下は、2005年 8
月上旬に同社を訪問・インタビューした結果に基づいてまとめたものである。
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ル版であり、歴史学研究においては貴重な資料

となろう。ただし、『十通』は中国国内向けの

イントラネット版しか設定されていない（日本

語版Windows XPのスタンドアロン環境でも問

題なく使用できる）。このため、価格は少々高

めである。

『中国歴代石刻史料彙編』は中国国家図書館

が館蔵の拓本資料を歴代の金石史料をもとに編

纂した叢書であり、歴史学のみならず文学研究王暁波氏

などにおいてもさまざまに利用可能な資料である。こちらはスタンドアロン版も発売されてい

る。なお、両ソフトとも、Windows 2000/XPのみの対応で、Windows 9x系はサポートしていな

い点、注意されたい。

これらの文献デジタル化製品の開発は、既存の枯れた技術の応用に過ぎず、例えば Ext.Bへ

の対応といった技術改良は放棄されたようである。

創新力博社を設立したのは、元書同文の技術主任・王暁波氏である。王氏は弱冠 32歳であ

るが、OCR技術などを専門とするプログラマで、独力で二年ほどの時間をかけて書同文の文

献デジタル化システムを書き直し、機能をも大幅にアップさせたという。それが後で紹介する

青典システムであり、また、この技術力と書同文の変質とが創新力博の創立を後押ししたもの

とのだと言えよう。

創新力博の技術

設立間もないだけに、創新力博にはまだ目立った文献デジタル化製品がない。おそらく現在

香港迪志文化出版社の委託により 2006年中の完成を目指して作業が進められている『四庫全

書』全文検索版アップグレード版が、同社にとって初の大規模製品となろう。これは、従来の『四

庫全書』全文検索版のシステムを全面的にブラッシュアップするとともに、現行版未収録の図

表類などを補完するものである。注目されるのは、文字コードが従来の CJK+（CJK統合漢字

＋ Ext.A＋外字）から Unicode4.0に変更され、Ext.Bに対応することである。膨大な『四庫全

書』のデータを国際標準規格で利用できるようになるわけであり、研究の際の資料引用や、『四

庫全書』データを引用した文書の組み版などに大きな恩恵をもたらすものと期待される。書同

文設立の契機ともなった記念碑的製品、『四庫全書』全文検索版のアップグレードを創新力博

が行う、このことは同社が人文情報処理企業としての書同文の DNAを受け継いでいることを、

如実に物語っている。
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同社の文献デジタル化システムは書同文のものと非常に近い。すなわち、OCRと強力な校

正システムによる文献デジタル化、強力な漢字関連づけ検索機能による異体字問題への対応、

という方法を採用している。ただし同社の OCRエンジンは、王氏が再設計したもので、書同

文のものに比べて効率が 1.5倍にアップしているという。また、Ext.Bへの対応も特筆される。

王氏の開発になる同社のデジタル化システムは、「青典数字化系統」と呼ばれ、OCR・校正

システム・検索システム・サーバ・電子書籍生成システムなどを一体化したものである。書同

文「数碼太師」との大きな違いは、Webサーバシステムを取り込んだ点にあると言えよう。青

典システムを導入すれば、独自に文献デジタル化・CD-ROMの作成、さらにはWeb上に全文

検索システムを設置することも可能になるのである。

青典閲読器

しかし、青典数字化系統は数十万元という非常に高額なソフトであり、個人ユースには適さ

ない。このため、創新力博では個人向けに青典閲読器（青典ビューワ）を開発している。

青典ビューワでは、XMLテキストと画像とを関連づけパッケージ化した、独自形式のファ

イルを利用する。それを青典ビューワで開くことで、全文検索・異体字関連づけ検索・版式復

元 XMLの表示・原文画像との対照表示・校定などなど、『四部叢刊』電子版などと同等、あ

るいはそれ以上の文献処理を行うことができる。また、ローカルに保存した電子ファイルをツ

リー構造に分類・管理することもできる。全体的なイメージとしては、ユーザーが無償のビュー

ワをダウンロードして、自ら作成したりWebからダウンロードしたりした電子書籍ファイル

を閲覧する、というPDFライクな運用が考えられている。また、Acrobatに相当する電子書籍ファ

イルの編集に対応した青典ビューワの上位版の発売も計画しているという。

この種のパッケージ化された検索・閲覧システムは、テキストの分析などの用途には適さな

いものの、最も一般的な用例・事例検索には十分であり、しかも他の Grepツールなどと比べ

て技術的ハードルが低く手軽に使えるというメリットがある。それに加えて青典ビューワでは、

従来の書同文製品に見られた異体字・同音字などの一括検索機能に加えて、検索語に指定した

文字列と 1～ 2文字が入れ替わった類似の文字列を検索するあいまい検索機能があらたに装備

されるなど検索機能の実用性は向上しており、実用性が非常に高い。

また、文献電子データ作成を委託する側からしても、テキストデータや XMLを整理して

Webに上げる作業は意外と面倒であり、はじめからWeb配布可能なフォーマットで作成して

もらえればそれはそれで便利である。初・中級者にとっては、全文検索が簡単にできるのも大

きなメリットだろう。インターフェイスや検索システムの開発に資金をかけられない小規模な

個人レベルの古典文献デジタル化に、青典ビューワのシステムは大きな恩恵を及ぼすものと期
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待される。

できることならば、青典

電子書籍ファイルのフォー

マットもオープン化し、

ユーザーが自由に電子書籍

ファイルを作れるようにし

てほしいものだが、まだ関

連アプリケーションを開発

中の段階であり、投資資金

の回収という問題もあるた

め、当面は難しいとのこと

であった。青典版本比較システム

青典版本比較システム

創新力博は電子デジタル化のみならず、人文情報向けソフトウエアの販売も重視していると

いう。そのようなタイプのソフトとして、現在開発が進められているのが青典版本比較システ

ムである。執筆時点では日本語版も作られており、機能限定試用版が用意されている。

青典版本比較システムは、二つのテキストデータを対校するためのツールである。一方のテ

キストをベースに、もう一方のテキストとの異動箇所を自動でチェックし、表示してくれると

いうものだが、チェックと同時にテキストの校正を行うこともできるようになっている。対象

はテキストファイルで、文字コードは Unicode・UTF-8を読み込めることを確認している。単

純に文字列を比較するソフトであるから、Unicodeで保存されてさえいれば中国語は勿論、日

本語や英語、IPAなどのテキストであっても、言語に関わりなく比較することができる。ただ、

試した限りでは GB・Big5・JIS等のローカルコードテキストは文字化けしてしまった。オンラ

インテキストにはローカルコードのものが多いことを考えると、これらの文字コードにも対応

してもらいたいものである。

図は、『伝奇彙考』と『曲海総目提要』の同一項目の文を比較したものである。異同箇所は、

印刷ではわかりにくいと思われるが、比較元のテキストの字句が緑に白抜きで左に、比較対象

テキストの字句が赤に白抜きで右に表示される。一方に字句が漏れている場合は［なし］と表

示される。

また、対校にあたって字句の相違とは見なさない異体字のリストを、画面上で編集・保存す

ることができる。
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このように青典版本比較システムは、複

数の電子テキストを比較し定本を作成す

る、テキストクリティーク支援ツールとし

て非常に有用である。また、複数のテキス

トや版本を比較対照するための支援ツール

としても使えよう。

ただし、複数の版本を比較して継承関係

を樹形図化するというような用途に応用す

るのには少々力不足であると思われる。で

きうることであれば、今後、版本の異同の
異体字同一視設定ダイアログ

数量化と保存・分析、三種以上の版本の比較といった機能を開発・実装していってほしいもの

である。

なお、青典版本比較システムは日本向け販売も計画されており、数千円程度の価格で提供で

きるようにしたい、とのことである。

文献デジタル化業務

文献資料のデジタル化受託は、当然のことながら創新力博の中心的業務ということになる。

さきにも触れたように、青典数字化系統は OCRによって文献をデジタル化する方法を採用

している。基本的なシステムは書同文のものと大差なく、版本の文字を自動で区切り、人がそ

れを修正して文字を認識させ、同じ文字に認識された箇所を抽出して文字毎に校正し、認識結

果と原文を並べて対校する、というものである。木版本であっても OCR認識できるのが強み

である。当然のことながら、XMLフォーマットや Ext.B、あるいは日本語文献のデジタル化に

も対応している。

書同文では 21元／ 1000字という価格が一つの目安になっていたが、創新力博ではそれより

も若干安い値段になるとのことである。

おわりに

以上、中易中標と創新力博を中心に、中国の人文情報処理企業について紹介してきた。両社

はともに文献デジタル化の実績とノウハウを持っており、また Unicodeの最新規格に対応する

など、中国における人文情報処理企業の進取の精神とスピード感とを感じさせる。

文献デジタル化の品質については、今後実際に文献デジタル化を依頼して細かいクセなどの
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検証をすすめる必要があるものの、両社ともに錯誤率一万分の一以下のクオリティは保証され

るので、実用的水準はクリアされているものと思われる。

ユーザー側にとっては、さまざまな関連ソフトウエアやツールの充実はもちろんのこと、文

献デジタル化を委託できる高度な人文情報処理技術を有する企業の選択肢が広がり、デジタル

化する文献の特性や作成するデータの形式に基づき、それぞれの企業の技術的特色やコストを

比較検討できるようになったことも大いに歓迎される。

中国学のデジタル化は、工業生産的な大規模データベースによって主導され、もはや唐代以

前の文献のデジタル化はほぼ完了している。そのメリットは言うまでもないことであるが、一

方で、細かな専門研究ニーズを満たし、かつさまざまな手法による分析に利用可能なフリーテ

キストの充実が、中国学への情報処理応用の新たな課題として浮上してきている。これは以前

から我々が主張しているように、個々の研究者や研究会組織が意識的に取り組んで行かねばな

らない課題である。その際に、本稿で紹介してきた中国の人文情報処理企業とのコラボレーショ

ンは、非常に有効な方法となろう。

側聞するところでは、このほか中国基本古籍庫の開発元である愛如生 *7、雑誌・新聞のデジタ

ル化実績の豊富な深圳の企業・点通 *8なども、古典文献デジタル化受託業務に乗り出している

という。それらの企業の訪問調査および紹介は、今後に期したい。

*7 http://www.cn-classics.com/

*8 http://www.datum.com.cn/


